
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＡＶデータ記録領域を有する記録媒体の前記ＡＶデータ記録領域への記録再生を制御す
る記録再生制御手段と、
　ローレベルアクセスコマンドと非ローレベルアクセスコマンドとの両コマンドを受信す
るコマンド受信手段と、
　前記受信したコマンドの種類に基づいて、コマンド発行元を認証すべきか否かを判定し
、その判定結果に従って、前記コマンド発行元を認証する認証手段とを備え、
　前記記録再生制御手段は、前記コマンド発行元を認証する必要がない場合、及び前記コ
マンド発行元を認証してその認証が成功した場合、前記受信したコマンドを実行するよう
に決定することを特徴とする記録再生装置。
【請求項２】
　前記コマンドの種類とは、ローレベルアクセスコマンドか非ローレベルアクセスコマン
ドかであり、
　前記認証手段は、前記受信したコマンドの種類がローレベルアクセスコマンドである場
合、認証すべきと判定し、前記受信したコマンドの種類が非ローレベルアクセスコマンド
である場合、認証する必要がないと判定することを特徴とする請求項１記載の記録再生装
置。
【請求項３】
　前記ＡＶデータ記録領域は、前記両コマンドでアクセス出来る第１の領域と、前記非ロ
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ーレベルアクセスコマンドのみアクセス出来る第２の領域とを有し
記認証手段は、前記受信したコマンド がローレベルアクセスコマンドである場

合、

ことを特徴とする請求項２記載の記録再生装置。
【請求項４】
　前記コマンドの種類とは、ローレベルアクセスコマンドの書き込みコマンドかローレベ
ルアクセスコマンドの読み込みコマンドか非ローレベルアクセスコマンドかであり、
　前記認証手段は、前記受信したコマンドの種類がローレベルアクセスコマンドの書き込
みコマンドである場合、認証すべきと判定し、前記受信したコマンドの種類が前記ローレ
ベルアクセスコマンドであって、読み込みコマンドである場合、及び前記受信したコマン
ドの種類が非ローレベルアクセスコマンドである場合、認証する必要がないと判定するこ
とを特徴とする請求項１記載の記録再生装置。
【請求項５】
　前記ＡＶデータ記録領域は、前記ＡＶデータを記録するデータ領域と、前記記録された
ＡＶデータを管理する管理領域とを有し

記認証手段は、
前記受信したコマン 前記管理領域にアクセスするコマンドであるとき

ことを特徴とする請求項 記載の記録再生装置。
【請求項６】
　請求項 載の記録再生装置の

コンピュータ
プログラムを 媒体であって、コンピュータにより処理可能

なことを特徴とする 媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ＡＶ（Ａｕｄｉｏ　Ｖｉｓｕａｌ）データを記録及び／または再生する記録
再生装置、 媒 関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年パーソナルコンピュータの普及と進歩に伴い、外部記憶装置としてその大容量性、高
速性から磁気ディスク装置などのディスク装置が数多く用いられるようになってきている
。コンピュータのソフトウェアの肥大化や扱うデータの大容量化に伴い、これら外部記憶
装置としてのディスク装置は、記憶容量や処理速度などの性能が急速に向上してきている
。
【０００３】
またコンピュータのみならず、デジタル技術を応用して映像、音声を記録再生するデジタ
ルＡＶ機器などにもその高速性、大容量性を生かしたディスク装置が用いられつつある。
【０００４】
このように磁気ディスク装置などのディスク媒体を利用してＡＶデータを記録再生する映
像音声記録再生装置では、ＡＶデータを記録または再生する際、通常ＡＶ／Ｃコマンドセ
ットが用いられる。ここで、ＡＶ／Ｃコマンドセットとは、ＡＶ／Ｃ　Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ｉｎｔｅｒｅｆａｃｅ　Ｃｏｍｍａｎｄ　Ｓｅｔのことである。
【０００５】
ＡＶ／Ｃコマンドセットでは、ディスク媒体に記録されているＡＶデータに直接アクセス
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、
　前 の種類

前記コマンドが前記第１の領域にアクセスするコマンドであるとき前記認証を実行し
、前記コマンドが前記第２の領域にアクセスするコマンドであるとき、前記認証を失敗さ
せる

、
　前 前記受信したコマンドの種類がローレベルアクセスコマンドである場
合、 ドが 、前記認証
を失敗させる ２

１記 、ＡＶデータ記録領域を有する記録媒体の前記ＡＶデー
タ記録領域への記録再生を制御する記録再生制御手段、
　ローレベルアクセスコマンドと非ローレベルアクセスコマンドとの両コマンドを受信す
るコマンド受信手段、
　前記受信したコマンドの種類に基づいて、コマンド発行元を認証すべきか否かを判定し
、その判定結果に従って、前記コマンド発行元を認証する認証手段として を
機能させるための 記録した記録

記録

及び記録 体に



したり、ディスク媒体に記録されているＡＶデータを管理する管理情報に直接アクセスす
るコマンドをサポートしていない。すなわち、ディスク媒体へのＡＶデータの記録または
再生する際は、記録開始コマンド、再生開始コマンド、記録再生停止コマンドなどで制御
されており、これらのコマンドはＡＶデータの識別番号を指定して発行される。そして、
管理情報は、映像音声記録再生装置内部のコントローラによって管理されており、外部機
器からは、直接アクセスすることが出来ない。このように、映像音声記録再生装置は、Ａ
Ｖ／Ｃコマンドセットなどの非ローレベルアクセスコマンドによってＡＶデータの記録ま
たは再生を行う。
【０００６】
一方、映像音声記録再生装置は、パーソナルコンピュータに接続することも可能である。
パーソナルコンピュータからディスク媒体にアクセスする場合、通常ＬＢＡ（Ｌｏｇｉｃ
ａｌ　Ｂｌｏｃｋ　ａｄｄｒｅｓｓ）を指定してデータの書き込みまたは読み込みを行う
。このように映像音声記録再生装置がパーソナルコンピュータに接続される場合は、ＬＢ
Ａを指定してディスク媒体に対するデータの書き込みまたは読み込みを行うローレベルア
クセスコマンドが使用出来ると都合がよい。その場合、パーソナルコンピュータは、ディ
スク媒体のＡＶデータやディスク媒体に記憶されているＡＶデータを管理する管理情報に
直接アクセスすることが出来る。
【０００７】
映像音声記録再生装置をＡＶ機器に接続するのみならず、パーソナルコンピュータにも接
続出来るようにすると、ＡＶデータを記録再生するのみならず、パーソナルコンピュータ
を用いて、ディスク媒体に記録されているＡＶデータを編集加工することができるように
なる。
【０００８】
このように、非ローレベルアクセスコマンドのみならずローレベルアクセスコマンドもサ
ポートすることによって、映像音声記録再生装置をＡＶ機器に接続するのみならず、パー
ソナルコンピュータにも接続すれば、記録、再生、編集加工など豊富な機能を提供するこ
とが出来る。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、映像音声記録再生装置などの記録再生装置をパーソナルコンピュータとＡ
Ｖ機器に接続出来るようにすると、パーソナルコンピュータは、ＬＢＡを指定して直接デ
ィスク媒体にアクセスする、つまりローレベルアクセスコマンドを用いてディスク媒体に
アクセスするので、ディスク媒体に記録されているＡＶデータや、管理情報を誤って破壊
してしまう可能性がある。このようなことが発生すると、映像音声記録再生装置はＡＶデ
ータの記録再生が出来なくなってしまう。
【００１０】
すなわち、ローレベルアクセスコマンドをサポートする機器を記録再生装置に接続出来る
ようにすると、ローレベルアクセスコマンドをサポートする機器がディスク媒体に記録さ
れているＡＶデータやＡＶデータを管理する管理情報を誤って破壊してしまう可能性があ
るという課題がある。
【００１１】
　本発明は、上記課題を考慮し、記録再生装置にローレベルアクセスコマンドをサポート
する機器を接続するようにしても、記録再生装置のディスク媒体に記録されているＡＶデ
ータやＡＶデータを管理する管理情報を破壊しない記録再生装置、 媒 提供す
ることを目的とするものである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
上述した課題を解決するために、第１の本発明（請求項１に対応）は、ＡＶデータ記録領
域を有する記録媒体の前記ＡＶデータ記録領域への記録再生を制御する記録再生制御手段
と、
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及び記録 体を



ローレベルアクセスコマンドと非ローレベルアクセスコマンドとの両コマンドを受信する
コマンド受信手段と、
前記受信したコマンドの種類に基づいて、コマンド発行元を認証すべきか否かを判定し、
その判定結果に従って、前記コマンド発行元を認証する認証手段とを備え、
前記記録再生制御手段は、前記コマンド発行元を認証する必要がない場合、及び前記コマ
ンド発行元を認証してその認証が成功した場合、前記受信したコマンドを実行するように
決定することを特徴とする記録再生装置である。
【００１３】
　また、第２の本発明（請求項２に対応）は、前記コマンドの種類とは、ローレベルアク
セスコマンドか非ローレベルアクセスコマンドかであり、
　前記認証手段は、前記受信したコマンドの種類がローレベルアクセスコマンドである場
合、認証すべきと判定し、前記受信したコマンドの種類が非ローレベルアクセスコマンド
である場合、認証する必要がないと判定することを特徴とする第１の本発 記録再生装
置である。
【００１４】
　また、第３の本発明（請求項３に対応）は、前記ＡＶデータ記録領域は、前記両コマン
ドでアクセス出来る第１の領域と、前記非ローレベルアクセスコマンドのみアクセス出来
る第２の領域とを有し

記認証手段は、前記受信したコマンド がローレベルアクセスコマンドである場
合、

ことを特徴とする第２の本発 記録再生装置である。
【００１５】
　また、第４の本発明（請求項４に対応）は、前記コマンドの種類とは、ローレベルアク
セスコマンドの書き込みコマンドかローレベルアクセスコマンドの読み込みコマンドか非
ローレベルアクセスコマンドかであり、
　前記認証手段は、前記受信したコマンドの種類がローレベルアクセスコマンドの書き込
みコマンドである場合、認証すべきと判定し、前記受信したコマンドの種類が前記ローレ
ベルアクセスコマンドであって、読み込みコマンドである場合、及び前記受信したコマン
ドの種類が非ローレベルアクセスコマンドである場合、認証する必要がないと判定するこ
とを特徴とする第１の本発 記録再生装置である。
【００１６】
　また、第５の本発明（請求項５に対応）は、前記ＡＶデータ記録領域は、前記ＡＶデー
タを記録するデータ領域と、前記記録されたＡＶデータを管理する管理領域とを有し

記認証手段は、
前記受信したコマン 前記管理領域にアクセスするコマンドであるとき

ことを特徴とする第 の本発 記録再生装置である。
【００１７】
　また、第６の本発明（請求項６に対応）は、第 の本発明の記録再生装置の

コンピュータ
プログラムを 媒体であって、コンピュータにより処理可能

なことを特徴とする 媒体である。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
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明の

、
　前 の種類

前記コマンドが前記第１の領域にアクセスするコマンドであるとき前記認証を実行し
、前記コマンドが前記第２の領域にアクセスするコマンドであるとき、前記認証を失敗さ
せる 明の

明の

、
　前 前記受信したコマンドの種類がローレベルアクセスコマンドである場
合、 ドが 、前記認証
を失敗させる ２ 明の

１ 、ＡＶデー
タ記録領域を有する記録媒体の前記ＡＶデータ記録領域への記録再生を制御する記録再生
制御手段、
　ローレベルアクセスコマンドと非ローレベルアクセスコマンドとの両コマンドを受信す
るコマンド受信手段、
　前記受信したコマンドの種類に基づいて、コマンド発行元を認証すべきか否かを判定し
、その判定結果に従って、前記コマンド発行元を認証する認証手段として を
機能させるための 記録した記録

記録



【００２０】
（第１の実施の形態）
図１に、本実施の形態の映像音声記録再生装置１の構成を示す。
【００２１】
映像音声記録再生装置１は、バス２０に接続されている。また、バス２０にはディジタル
ＶＴＲ２などのＡＶ機器と、パーソナルコンピュータ３も接続されており、映像音声記録
再生装置１は、ディジタルＶＴＲ２やパーソナルコンピュータ３からのコマンドを受け取
り、そのコマンドを実行することによってＡＶデータの記録または再生を行機器である。
【００２２】
バス２０は、例えば、「ＩＥＥＥ　Ｓｔｄ　１３９４－１９９５、Ｓｔａｎｄａｒｄ　ｆ
ｏｒ　Ｈｉｇｈ　Ｐｅｒｆｏｍａｎｃｅ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ」で定められているバス
である。
【００２３】
ディジタルＶＴＲ２はコマンド発行機能を持ち、ＡＶ／Ｃコマンドセットを用いて映像音
声記録再生装置１とＡＶデータのやり取りを行い、ＡＶデータをテープ媒体に記録するＡ
Ｖ機器である。以下、ＡＶ／Ｃコマンドセットのアクセスコマンドのことを非ローレベル
アクセスコマンドと呼ぶ。
【００２４】
パーソナルコンピュータ３は、ＬＢＡを指定して映像音声記録再生装置１にアクセスして
、ＡＶデータを読み出し、読み出したＡＶデータを編集加工する機器である。以下、ＬＢ
Ａを指定して映像音声記録再生装置１の磁気ディスク媒体にアクセスするコマンドをロー
レベルアクセスコマンドと呼ぶ。
【００２５】
映像音声記録再生装置１は、ＨＤＤ４、コマンド発行機器識別手段１０、入出力回路９、
記録再生制御回路１１から構成される。
【００２６】
ＨＤＤ４は、磁気ディスク媒体にデータを記録または再生するハードディスク装置である
。ＨＤＤ４が記録または再生する磁気ディスク媒体には、ＡＶデータを記録する領域であ
るＡＶデータ記録領域が設けられている。そして、ＡＶデータ記録領域は、図１に示すよ
うに管理情報領域１、ＡＶデータ領域１（５）、管理情報領域２（７）、ＡＶデータ領域
２（６）、ＡＶデータ領域２（８）から構成される。
【００２７】
ＡＶデータ領域１（７）は、ＡＶデータを記録する領域のうち、非ローレベルアクセスコ
マンドによってのみＡＶデータを記録及び再生することが出来る領域である。
【００２８】
管理情報領域１（５）は、ＡＶデータを記録する領域のうち、ＡＶデータ領域１（７）に
記録されているＡＶデータを管理する情報を格納する領域である。
【００２９】
ＡＶデータ領域２（８）は、ＡＶデータを記録する領域のうち、非ローレベルアクセスコ
マンドとローレベルアクセスコマンドの両方でＡＶデータを記録及び再生することが出来
る領域である。
【００３０】
管理情報領域２（６）は、ＡＶデータを記録する領域のうち、ＡＶデータ領域２（８）に
記録されているＡＶデータを管理する情報を格納する領域である。
【００３１】
入出力回路９は、コマンドやＡＶデータをバス２０を介して入力または出力する回路であ
る。
【００３２】
コマンド発行機器識別手段１０は、受信したコマンドの種類に基づいて、コマンド発行元
を認証すべきか否かを判定し、その判定結果に従ってコマンド発行元を認証する手段であ
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る。
【００３３】
記録再生制御回路１１は、入出力回路９から送られてくる非ローレベルアクセスコマンド
やローレベルアクセスコマンドに基づいてＨＤＤ４を制御する手段である。
【００３４】
図３に、管理情報領域１（５）または管理情報領域２（６）とＡＶデータ領域１（７）ま
たはＡＶデータ領域２（８）の例を示す。
【００３５】
管理情報領域２２は、ＡＶデータの識別情報としてのタイトルとＡＶデータが磁気ディス
ク媒体に格納されているアドレスとの組が保存されている。
【００３６】
また、ＡＶデータ領域２３には、管理情報領域２２のアドレスで指定された領域に「タイ
トル」で指定されたＡＶデータが格納されている。
【００３７】
映像音声記録再生装置１は、管理情報２２を用いて、ＡＶデータが記録されている磁気デ
ィスク媒体の位置を特定することが出来、また、ＡＶデータを磁気ディスク媒体に新たに
記録すると管理情報領域２２を更新する。
【００３８】
図４に非ローレベルアクセスコマンドの例である、ＡＶ／Ｃコマンドセットのコマンドの
例を示す。
【００３９】
このように、非ローレベルアクセスコマンドでは、ＡＶデータのタイトルを指定して、再
生コマンドを映像音声記録再生装置１に送ることによって、映像音声記録再生装置がタイ
トルで指定されたＡＶデータを再生するように指示することが出来る。
【００４０】
一方、ローレベルアクセスコマンドは、映像音声記録再生装置１の磁気ディスク媒体のＬ
ＢＡを指定して、指定したＬＢＡの部分のデータを読み書きするものである。
【００４１】
なお、御実施の形態の映像音声記録再生装置１は本発明の記録再生装置の例であり、本実
施の形態の記録再生制御回路１１は本発明の記録再生制御手段の例であり、本実施の形態
のコマンド発行機器識別手段は本発明の認証手段の例であり、本実施の形態の入出力回路
９は本発明の受信手段の例である。
【００４２】
次に、このような本実施の形態の動作を説明する。
【００４３】
まず、ディジタルＶＴＲ２が、テープ媒体に記録されているＡＶデータを再生し、映像音
声記録再生装置１がそのＡＶデータを記録する場合の動作を説明する。
【００４４】
まず、ディジタルＶＴＲ２は、テープ媒体に記録されているＡＶデータの再生を開始する
とともに、バス２０を介して映像音声記録再生装置１に図４に示すような、非ローレベル
アクセスコマンドで記録コマンドを送出する。
【００４５】
入出力回路９は、ディジタルＶＴＲ２から送られてきた記録コマンドを受信すると、コマ
ンド発行機器識別手段１０に通知する。
【００４６】
コマンド発行機器識別手段１０は、この通知を受けて、コマンドの種類に基づいてコマン
ド発行元を認証すべきかどうかを判定する。コマンド発行元から送られてきたコマンドが
、非ローレベルアクセスコマンドの場合は認証する必要がないと判定し、ローレベルアク
セスコマンドの場合は認証すべきと判定する。そしてこの判定結果に従ってコマンド発行
機器識別手段１０は、コマンド発行元を認証する。ディジタルＶＴＲ２からは非ローレベ
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ルアクセスコマンドが送られてきているので、コマンド発行機器識別手段１０は、ディジ
タルＶＴＲ２を認証しない。そしてディジタルＶＴＲ２を認証する必要がないことを入出
力回路９に通知する。
【００４７】
すると、入出力回路９は、記録コマンドを許可することをディジタルＶＴＲ２にバス２０
を介して通知する。
【００４８】
入出力回路９は、記録再生制御回路１１に記録コマンドを送る。
【００４９】
記録再生制御回路１１は、記録コマンドを受け取ると、ＨＤＤ４が記録準備を開始するよ
うに制御する。
【００５０】
すなわち、ＨＤＤ４は、記録再生制御回路１１の制御に従って、記録開始する。すなわち
、管理情報領域１にこれから記録するための管理情報を作成する。
【００５１】
一方、ＶＴＲ２は、再生したＡＶデータをバス２０に出力する。
【００５２】
入出力回路９は、バス２０から送られてきたＡＶデータを受信し、記録再生制御回路１１
に出力する。
【００５３】
記録再生制御回路１１は、ＡＶデータを入力すると、磁気ディスク媒体のＡＶデータ領域
１（７）の記録するアドレスを決め、そのアドレスにＡＶデータを記録するとともに、管
理情報領域１の管理情報を更新する。
【００５４】
映像音声記録再生回路１は、このように次々とＡＶデータを記録していく。
【００５５】
そして、ディジタルＶＴＲ２から、停止コマンドが送られてくると、記録再生回路１１は
、ＡＶデータの記録を終了する。
【００５６】
このように、ＶＴＲ２から送られてくるＡＶデータは、映像音声記録再生装置１に記録さ
れる。この際、ＶＴＲ２は、非ローレベルアクセスコマンドを用いて映像音声記録再生装
置１を指示する。従って、ＶＴＲ２は、直接ＡＶデータを磁気ディスク媒体のどのアドレ
スに記録するかを指定することが出来ず、記録再生制御回路１１が、磁気ディスク媒体の
いずれのアドレスにＡＶデータを記録するかを決定する。
【００５７】
次に、パーソナルコンピュータから送られてくるＡＶデータを、映像音声記録再生装置１
が記録する場合の動作を説明する。
【００５８】
図２に、バス２０に接続されている機器を示す。図１に示す機器に加えて、さらに、パー
ソナルコンピュータ２１が接続されている。パーソナルコンピュータ２１は、映像音声記
録再生装置１の磁気ディスク媒体のうちＡＶデータ領域にアクセスすることが許可されて
いない機器であり、パーソナルコンピュータ３は、映像音声記録再生装置１のＡＶデータ
領域にアクセスすることを許可されている機器であるとする。
【００５９】
まず、映像音声記録再生装置１のＡＶデータ領域にアクセスすることが許可されていない
パーソナルコンピュータ２１が、ＡＶデータを映像音声記録再生装置１に記録しようとし
たとする。
【００６０】
パーソナルコンピュータ２１は、映像音声記録再生装置１にバス２０を介して書き込みコ
マンドを発行する。

10

20

30

40

50

(7) JP 3976989 B2 2007.9.19



【００６１】
入出力回路９は、パーソナルコンピュータ２１から送られてきた書き込みコマンドを受け
取ると、コマンド発行機器識別手段１０に受信したコマンドを通知する。
【００６２】
コマンド発行機器識別手段１０は、この通知を受けて、受信したコマンドの種類がローレ
ベルアクセスコマンドである場合、認証すべきと判定し、受信したコマンドの種類が非ロ
ーレベルアクセスコマンドである場合、認証する必要がないと判定する。そしてその判定
結果に従ってコマンド発行元を認証する。パーソナルコンピュータ２１からローレベルア
クセスコマンドが送られてきたので、コマンド発行機器識別手段１０は、コマンド発行元
であるパーソナルコンピュータ２１を認証すべきと判定し、認証する。パーソナルコンピ
ュータ２１は、磁気ディスク媒体のＡＶデータ領域にアクセスすることが許可されていな
いので、この認証は成功しない。そして、コマンド発行機器識別手段１０は、認証結果を
入出力回路９に通知する。
【００６３】
入出力回路９は、認証結果をディジタルパーソナルコンピュータ２１にバス２０を介して
通知する。さらに、認証結果を記録再生制御回路１１に通知するとともに、パーソナルコ
ンピュータ２１から送られてきた記録コマンドも記録再生制御回路１１に通知する。
【００６４】
記録再生制御回路１１は、入出力回路９から送られてきた認証結果に従って、パーソナル
コンピュータ２１が発行した記録コマンドを受け取っても実行しない。
【００６５】
さらに、パーソナルコンピュータ２１は、認証が成功しないとの通知を無視して、さらに
映像音声記録再生装置１のＡＶデータ領域にＡＶデータを書き込もうとしたとする。
【００６６】
入出力回路９は、パーソナルコンピュータ２１から送られきた書き込みコマンドを記録再
生制御回路１１に出力する。
【００６７】
記録再生制御回路１１は、送られてきた認証結果に基づいて、その記録コマンドを実行し
ない。
【００６８】
従って、映像音声記録再生装置１のＡＶデータ領域にアクセスすることが許可されていな
いパーソナルコンピュータ２１から送られてくるコマンドを映像音声記録再生装置１は実
行しない。
【００６９】
次に、映像音声記録再生装置１のＡＶデータ領域にアクセスする許可を持つパーソナルコ
ンピュータ３が映像音声記録再生装置１にＡＶデータを記録する場合の動作を説明する。
【００７０】
パーソナルコンピュータ３は、ローレベルアクセスコマンドで書き込みコマンドを映像音
声記録再生装置１に発行する。
【００７１】
コマンド発行機器識別手段１０は、書き込みコマンドがローレベルアクセスコマンドであ
るので、認証すべきと判定し、認証を行う。
【００７２】
磁気ディスク媒体のＡＶデータ記録領域は、上述したように管理情報領域１（５）、ＡＶ
データ領域１（７）、管理情報領域２（６）、ＡＶデータ領域２（８）の４つの領域に分
かれている。以下、パーソナルコンピュータ３がいずれの領域にＡＶデータを記録するか
で場合分けして認証が成功するか否かを説明する。
【００７３】
まず、パーソナルコンピュータ３が管理情報領域１（５）及びＡＶデータ領域１（７）に
ＡＶデータを記録しようとしたとする。
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【００７４】
この場合、ローレベルアクセスコマンドでアクセス出来ない管理情報領域１（５）、ＡＶ
データ領域１（７）にアクセスしようとしているので、認証は失敗する。
【００７５】
次に、パーソナルコンピュータ３が管理情報領域２（６）にＡＶデータを記録しようとし
たとする。
【００７６】
この場合、管理情報領域２にはローレベルアクセスコマンドでアクセスすることは許可さ
れていないので、認証は失敗する。
【００７７】
次に、パーソナルコンピュータ３がＡＶデータ領域２（８）にＡＶデータを記録しようと
したとする。
【００７８】
この場合、ＡＶデータ領域２（８）は、ローレベルアクセスコマンドと非ローレベルアク
セスコマンドの両コマンドでアクセス出来る領域なので、認証は成功する。
【００７９】
コマンド発行機器識別手段１０は、このような認証結果を入出力回路９に通知する。
【００８０】
入出力回路９は、コマンド発行機器識別手段１０から送られてきた認証結果を記録再生制
御回路１１に通知する。
【００８１】
記録再生制御回路１１は、認証結果に基づいて、コマンドを実行するか否かを決定する。
すなわち、コマンドの発行元であるパーソナルコンピュータ３が認証に成功している場合
そのコマンドを実行する。また認証に成功していない場合、コマンドを実行しない。
【００８２】
従って、パーソナルコンピュータ３は、ローレベルアクセスコマンドを映像音声記録再生
装置１に送って、ＡＶータをＡＶデータ領域２（８）に書き込むことが出来る。
【００８３】
このように、映像音声記録再生装置１にＡＶデータを書き込むことを許可されているパー
ソナルコンピュータ３は、ＡＶデータ領域２（８）にのみＡＶデータを書き込むことが出
来る。
【００８４】
また、パーソナルコンピュータ３が映像音声記録再生装置１に記録されているＡＶデータ
を再生する場合については、記録再生制御回路１１は、その再生コマンドがローレベルア
クセスコマンドであっても特に制限を設けず読み込みコマンドを実行する。
【００８５】
このように、ローレベルアクセスコマンドを使ってＡＶデータを書き込むことを許可され
た機器のみが行えるようにした。従って、許可されていない機器がローレベルアクセスコ
マンドで磁気記録媒体にＡＶデータを書き込むことによって記録媒体の内容を壊してしま
うことがなくなる。
【００８６】
さらにローレベルアクセスコマンドを使ってＡＶデータを書き込むことが、ＡＶデータの
書き込みを許可された機器でも、管理情報領域１（５）や管理情報領域２（６）などの管
理情報領域にはＡＶデータ書き込むことが出来ないようにした。従って、許可された機器
が「ローレベルアクセスコマンドで磁気記録媒体の管理情報領域にＡＶデータを書き込む
ことによって記録媒体の内容を壊してしまうことがなくなる。
【００８７】
さらに、ローレベルアクセスコマンドを使ってＡＶデータを書き込むことが許可された機
器でも非ローレベルアクセスコマンドを使ってのみ書き込むことが出来るＡＶデータ領域
１（７）にはＡＶデータ書き込むことが出来ないようにした。従って、重要なＡＶデータ
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は、予めＡＶデータ領域１（７）に記録しておくことによって、そのＡＶデータをローレ
ベルアクセスコマンドを使ってＡＶデータを書き込む際に壊されないよう保護することが
出来る。
【００８８】
さらに、ローレベルアクセスコマンドを使ってＡＶデータを書き込むことが許可された機
器でも非ローレベルアクセスコマンドとローレベルアクセスコマンドの両コマンドを使っ
てのみ書き込むことが出来るＡＶデータ領域２（８）にはＡＶデータ書き込むことが出来
るようにした。従って、許可された機器は、ローレベルアクセスコマンドを使ってＡＶデ
ータを磁気ディスク媒体に書き込むことが出来るので、ＡＶデータの編集加工を行うこと
が出来る。
【００８９】
なお、本実施の形態では、再生コマンドがローレベルアクセスコマンドである場合、記録
再生制御回路１１は、そのコマンドを実行するとして説明したがこれに限らない。読み込
みコマンドを受信したとき、その読み込みコマンドがＡＶデータ記録領域から読み込むべ
きローレベルアクセスコマンドの場合、許可されていないコマンド発行元から送られてき
たものであれば、その読み込みコマンドを実行しないようにしても構わない。
【００９０】
さらに、本実施の形態では、データ保護のため、ローレベルアクセスコマンドによる管理
領域へのアクセスを一切許可していない場合を説明したが、これに限らない。データを破
壊するおそれのない機器であれば、ローレベルアクセスコマンドによる管理情報へのアク
セスを許可してもよい。
【００９１】
さらに、本実施の形態では、コマンド発行元をＶＴＲやパーソナルコンピュータなどの機
器として説明したがこれに限らない。コマンドの発行元としては、例えば一台のパーソナ
ルコンピュータ上で実行される複数プロセス中の特定プロセスであってもよい。この場合
、認証処理は各プロセスに対して行われる。
【００９２】
さらに、本実施の形態では、バス２０にディジタルＶＴＲ２が接続されているとして説明
したが、これに限らない。ディジタルＶＴＲ２の代わりにＳＴＢ（セットトップボックス
）が接続されている場合、ＳＴＢとＶＴＲが同時に接続されている場合など、要するに非
ローレベルアクセスコマンドを使用するＡＶ機器がバス２０に一台または複数台接続され
ていさえすればよい。
【００９３】
さらに、本実施の形態では、パーソナルコンピュータがバス２０に接続されているとして
説明したが、これに限らない。パーソナルコンピュータ２０の代わりにローレベルアクセ
スコマンドを使用して映像音声記録再生装置１にＡＶデータを記録する機器であればどの
ような機器を接続しても構わない。
【００９４】
さらに、本実施の形態では、ローレベルアクセスコマンドは、ＬＢＡを指定して磁気ディ
スク媒体に記録されているＡＶデータにアクセスするコマンドであるとして説明したがこ
れに限らない。ローレベルアクセスコマンドは、磁気ディスク媒体の場所を指定して指定
した場所のＡＶデータにアクセスするコマンドでありさえすればよい。
【００９５】
さらに、本実施の形態では、非ローレベルアクセスコマンドは、ＡＶデータの識別情報と
してのタイトルを指定して、指定したＡＶデータにアクセスするコマンドであるとして説
明したが、これに限らない。日付時刻、ＡＶデータに付加された識別番号などタイトル以
外にＡＶデータを特定する情報を用いて磁気ディスク媒体のＡＶデータにアクセスするコ
マンドであっても構わない。要するに非ローレベルアクセスコマンドは、直接磁気ディス
ク媒体の場所を指定して指定した場所のＡＶデータにアクセスするコマンドでなければど
のようなものでも構わない。
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【００９６】
さらに、本実施の形態では、映像音声記録再生装置は磁気ディスク媒体に記録再生すると
して説明したが、これに限らない。光ディスク装置など、要するにランダムアクセス可能
な記録媒体に記録再生しさえすればよい。
【００９７】
さらに、本発明の記録再生装 をハードウェアを用いて実現しても構わないし、ソ
フトウェアを用いて実現しても構わない。
【００９８】
さらに、本発明の記録再生装 をコンピュータにより実行させるためのプログラム
及び／またはデータを担持した媒体であって、コンピュータにより処理可能なことを特徴
とする媒体も本発明に属する。
【００９９】
さらに、本発明の記録再生装 をコンピュータにより実行させるためのプログラム
及び／またはデータであることを特徴とする情報集合体も本発明に属する。
【０１００】
さらに、本発明のデータとは、データ構造、データフォーマット、データの種類などを含
む。また、本発明の媒体とは、ＲＯＭ等の記録媒体、インターネット等の伝送媒体、光・
電波・音波等の伝送媒体を含む。また、本発明の担持した媒体とは、例えば、プログラム
及び／またはデータを記録した記録媒体、やプログラム及び／またはデータを伝送する伝
送媒体等を含む。また、本発明のコンピュータにより処理可能とは、例えば、ＲＯＭなど
の記録媒体の場合であれば、コンピュータにより読みとり可能であることであり、伝送媒
体の場合であれば、伝送対象となるプログラム及び／またはデータが伝送の結果として、
コンピュータにより取り扱えることであることを含む。また、本発明の情報集合体とは、
例えば、プログラム及び／またはデータ等のソフトウエアを含むものである。
【０１０１】
さらに、上記実施の形態の映像音声記録再生装 をコンピュータにより実行させる
ためのプログラム及び／またはデータを記録したプログラム記録媒体は、コンピュータに
より読み取り可能であり、読み取られた前記プログラム及び／またはデータが前記コンピ
ュータと協動して前記機能を実行するプログラム記録媒体であっても良い。
【０１０２】
【発明の効果】
　以上説明したところから明らかなように本発明は、記録再生装置にローレベルアクセス
コマンドをサポートする機器を接続するようにしても、記録再生装置のディスク媒体に記
録されているＡＶデータやＡＶデータを管理する管理情報を破壊しない記録再生装置、

媒 提供することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態における映像音声記録再生装置の構成を示す図
【図２】本発明の実施の形態におけるバスに接続された機器の構成を示す図
【図３】本発明の実施の形態における管理情報領域とＡＶデータ領域の例を示す図
【図４】本発明の実施の形態における非ローレベルアクセスコマンドの例を示す図
【符号の説明】
１　映像音声記録再生装置
２　ディジタルＶＴＲ
３　パーソナルコンピュータ
４　ＨＤＤ
５　管理情報領域１
６　管理情報領域２
７　ＡＶデータ領域１
８　ＡＶデータ領域２
９　入出力回路
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１０　コマンド発行機器識別手段
１１　記録再生制御回路
２０　バス
２２　管理情報領域
２３　ＡＶデータ領域

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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